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リスクコミュニケーション

「リスク分析」は、リスク評価、リスク管理及びリスクコミュニケーションという3つの要素から構成され
るが、「リスクコミュニケーション」については、食品安全に関する問題や施策を国民に正確に理解される
よう伝え、また、国民からの意見を踏まえて施策を検討するという観点から、食品安全行政上、重要な位置づけ。

国民の健康の保護を確保するためには、国民が危害にさらされる可能性がある場合、事後の対応よりも、
可能な範囲で事故を未然に防ぎ、リスクを 小限にすることが重要。我が国では、この国際的にも認められ
た「リスク分析」という概念を、平成15年度、食品安全基本法、改正食品衛生法に導入。

昨今、食品に関する科学技術の発展や、食品流通の広域化・国際化の進展など、我が国の食生活を取り巻く
環境は、大きく変化しており、食品に対する国民の関心は極めて高い。（例：ＢＳＥ、遺伝子組換え食品）

我が国の食品安全分野でのリスクコミュニケーションの重要性は更に増している

【課題】人的資源の育成

・リスクコミュニケーターを教育・
訓練するためのプログラムの構築

・リスクコミュニケーターとなるべ
き者の教育・訓練

【課題】コミュニケーション・
ツールの開発・選択

・リスクコミュニケーションを効果
的に実施する手法の開発・検証

【課題】受け手の認知態様の
把握

・食品のリスクに対する国民の認
識・行動を体系的に把握

意見交換会・説明会、ホームページ、パンフレット、新聞、雑誌 等

リスクコミュニケーターの教育訓練
手法の研究・開発

効果的なリスクコミュニケーション手法
の研究・開発

国民との信頼関係を築き、食品安全行政を推進  
 

 

 

次世代食品の安全性確保（モダンバイオテクノロジー応用食品、機能性食品 等）

複合形質ＧＭＯ、成長促進魚貝類（食糧需要）

栄養改変・高機能性食品（健康志向）

肉質改変家畜（食の多様化）

高抽出・濃縮サプリメント(高齢化対応）

医薬品型ＧＭＯ、再生医療用動物（医療需要）

モニタリング生物(環境保全）

環境浄化生物（環境修復）

熱産生微生物（エネルギー需要）

【主な問題点】

【研究の必要性】

混入危害 信頼性の高い検知法・分析法の開発、検査体制の確立 等

未知の影響 新規タンパク質のアレルギー性の確認、代謝系との相互作用の解明 等

非食用食 用

未
知
の
影
響

高度な技術が応用された次世代の食品については、
①新規タンパク質の発現
②高濃縮素材による代謝への影響

など、人への安全性が未知である。

混
入
の
危
害

医療・環境への応用を目的とされた非食用生物
については、土壌中の有害重金属を吸収する植
物が食品に混入し誤って摂食した場合など、重大
な健康危害が懸念される。

次世代食品の開発 医療・環境への応用

科学技術の進歩
（分子栄養学、食品免疫学、ナノバイオ、モダンバイオ 等）

GMO：Genetically Modified Organism 遺伝子組換え生物  
 

 


